
和歌山県立医科大学薬学部の紹介
設置認可申請中

伏虎キャンパス完成イメージ図
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地域とともに世界に羽ばたく大学へ

令和3年4月開設予定



【学部・学科】

2

【修業年限】

6年
薬学を履修する課程のうち臨床に係る実践的な能力を培うことを主たる目的とするもの（学校教育法第87条第２項）

※薬剤師国家試験受験資格有

【入学定員】

【教員数】

60名程度採用予定（十分な教育及び研究が行えるよう、適切な人数を配置）

設置認可申請中

入学金 授業料（年額）

県内生 282,000円
県外生 564,000円

535,800円

100名

令和3年4月開設予定

学科名・修業年限・入学定員・教員数・学費

【学費】

薬学部薬学科

（※1）県内生・・・入学日現在における入学を許可された者の扶養義務者が、入学日
以前3年間引き続き和歌山県内に居住している者

（※2）県外生・・・上記の県内生に該当しない者
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設置認可申請中

高い実践能力を有する薬剤師

・医療倫理等、薬剤師としての心得を修得する教育

・医学部、保健看護学部との多職種連携教育

・質の高い実務実習

（高度先進医療を提供する附属病院との連携）

養成する人材 その１

医学部 保健看護学部

附属病院
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設置認可申請中

地域で活躍できる薬剤師

・地域医療に関する講義、演習を開講

・質の高い実務実習

（地域医療の拠点となる病院・薬局との連携）

養成する人材 その２
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設置認可申請中

国際的に活躍できるファーマシスト・サイエンティスト（薬剤師科学者）

・薬学領域の基礎系科目から臨床系科目までの幅広い教育

・卒業研究の量と質の確保

・英語力の強化

養成する人材 その３



多職種協働･････ケアマインド教育（3学部共通講義）、早期体験学習

臨床実践能力･･･４～６年次の臨床系科目（例：臨床感染制御学、臨床医学）

地域貢献･･･････地域医療薬学、社会薬学

教育カリキュラムの特色

高い実践能力・地域で活躍できる能力を育成
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英語力･･･１～３年次の教養英語、薬学英語

研究力･･･３年次後期から全員が研究室に配属

国際的に活躍できる能力を育成

修得すべき資質 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

倫 理 観
共感的態度
ケアマインド

教 養

薬学教育モデル・
コアカリキュラム
準 拠

臨床実践能力

地域・世界で
活躍する資質

研究・問題
解決能力

医療倫理
病院・薬局
薬 学

教養科目

臨床
コミュニケーション 病院・薬局

実 習
ケアマインド教育

病院・薬局
実 習

特別実習（卒業研究）

地域医療薬学、社会薬学

薬学英語

全基礎系科目

ケアマインド教育

化学系科目（例：天然化学・生薬学）、物理系科目（例：機器分析化学）
生物系科目（例：分子生物学）、医療系科目（例：がん・化学療法学）

臨床系科目
（例：医療薬学演習）

早期体験学習

薬
剤
師
国
家
試
験

薬
学
共
用
試
験

特別実習（卒業研究）
特別実習
（入門）

事前学習

薬学特別
演 習

臨床系科目
（例：医療安全学）

教養英語

設置認可申請中

薬学入門
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設置認可申請中

・国際水準を有する研究室で研究力、英語力を修得

・研究成果を世界へ発信し、薬剤師として地域医療に還元

研究室

物理・化学薬学部門 生命薬学部門 医療薬学部門 臨床・社会薬学部門 医療教育企画室

物質の化学的、物理的
性質や構造を知り、創薬
につなげる領域

生命現象を解明する
ことを基点に創薬や臨
床へつなげる領域

生体内での医薬
品の働きを理解す
る領域

患者の疾患に対し適正
かつ安全な薬物治療の在
り方を追究する領域

学生が実践的な能
力を修得できる教育手
法の開発を行う領域

薬品物理化学

薬品化学

生薬・天然物化学

病態解析学

生物化学

分子生物薬学

生体機能解析学

衛生薬学

病態生理学

薬品作用学

薬物治療学

薬剤学

病院薬学

社会・薬局薬学

医療薬剤学

医療情報薬学

医療開発薬学

医療教育企画室



設置認可申請中

病院、保険薬局薬剤師

企業の研究開発職
（製薬企業、食品企業、化粧品企業等）

国公立研究所の研究員

行政職員
（厚生労働省、都道府県庁、保健所等）

卒業後の進路

大学教員
（薬学部、医学部、理学部、工学部等）
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薬学部伏虎（ふっこ）キャンパス
令和2年12月 完成予定

次世代医療研究センター（紀三井寺キャンパス）
令和2年9月 完成予定

設置認可申請中

・医学部、保健看護学部、附属病院と連携し、創薬・臨床研究を推進

・医療産業における産官学の連携拠点としても活用予定

・南棟（11階建て）→研究室、実験室、模擬薬局等

・北棟（5階建て） →講義室、アリーナ（体育館）

・北棟と南棟の接続空間（3階から5階）

→図書館、ラーニングコモンズ

教育研究環境

完成イメージ図 完成イメージ図
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伏虎キャンパス
（薬学部）

伏虎キャンパス（薬学部）へのアクセス

和歌山駅

和歌山市駅 徒歩約12分

公園前バス停 徒歩約2分バス約5分

設置認可申請中
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完成イメージ図



令和3年度（令和2年度実施）

薬学部の入試について

設置認可申請中
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募集人員、主な出願資格 設置認可申請中

一般選抜（前期日程） 学校推薦型選抜

募集人員 70名
学校推薦型選抜入学者の数
によって増減

・県内枠15名程度

・全国枠15名程度

※県内枠で合格とならなかった場合、全国枠で再選考

主な出願資格 高等学校を卒業した者及び
令和3年3月卒業見込みの者

・高等学校を令和2年3月に卒業した者及び令和3年3月卒業見込みの者
・全体の評定平均値4.0以上の者

※高等学校長が推薦できる人数は、1校につき5名以内
（県内枠3名以内、全国枠2名以内）

12



学校推薦型選抜の試験科目、合格者決定方法 設置認可申請中

第一段階選抜
（大学入学共通テスト）

【5教科7科目】
を受験

教科 科目

国語 「国語」

地理歴史・公民
「世界史B」「日本史B」「地理B」「倫理，政治・経済」
の4科目から1科目選択

数学 「数学Ⅰ,数学A」「数学Ⅱ,数学B」

理科 「物理」「化学」「生物」の3科目から2科目選択

外国語 「英語」（リスニングテストを含む。）

第二段階選抜

第一段階選抜合格者の中から、

「大学入学共通テスト」「個人面接」「高等学校長の推薦書」
「調査書」「自己推薦書」
により総合的に評価し合格者を決定
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設置認可申請中学校推薦型選抜・県内枠

・和歌山県内の高等学校を令和2年3月に卒業した者及び令和3年3月卒業見込みの者。または、和歌山県外の高等学校を令
和2年3月に卒業した者及び令和3年3月卒業見込みの者であって、出願時、扶養義務者が引き続き3年以上和歌山県内に
居住している者。
・県内枠の出願時、卒業後2年間、和歌山県内の病院・薬局でキャリア形成を行うことに同意する旨の誓約書を提出していた
だきます。

【キャリア形成プログラム】

【県内枠としての主な出願資格】

令和9年

令和10年

卒業後
1年目

卒業後
２年目

【目 的】

基礎研修
【研修先】

和歌山市内の病院

地域研修
【研修先】

和歌山市以外の病院及び薬局

※プログラムについては今後変更になる可能性があります。

・本学では、先進医療を行う病院から地域の病院・薬局の業務までの2年間にわたり横断的な研修を行うことにより、

国際的にも通用する高度な薬学の専門知識を有しながら患者・生活者の立場に立って、和歌山県内の医療に貢献
する先導的な薬剤師を養成します。
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設置認可申請中一般選抜（前期日程）の試験科目

第一段階選抜
（大学入学共通テスト）

【5教科7科目】
を受験

教科 科目

国語 「国語」

地理歴史・公民 「世界史B」「日本史B」「地理B」「倫理，政治・経済」の4科目から1科目選択

数学

「数学Ⅰ,数学A」は必須
「数学Ⅱ,数学B」「簿記・会計」「情報関係基礎」の3科目から1科目選択
ただし、「簿記・会計」「情報関係基礎」を選択できる者は、高等学校でこれらの科目を履修した者及
び文部科学大臣の指定を受けた専修学校高等課程の修了（見込み）者に限る。

理科 「物理」「化学」「生物」の3科目から2科目選択

外国語 「英語」（リスニングテストを含む。）

第二段階選抜
（個別学力検査等）

教科 科目

数学 「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学Ⅲ」「数学A」「数学B（数列・ベクトルから出題）」

理科
「物理基礎・物理」「化学基礎・化学」「生物基礎・生物」
の3科目から2科目選択

英語
「コミュニケーション英語Ⅰ」「「コミュニケーション英語Ⅱ」「「コミュニケーション英語Ⅲ」
「英語表現Ⅰ」「英語表現Ⅱ」

その他 「個人面接」「調査書」「自己推薦書」 15

志願者数が募集人員（70名）の約3.3倍を超えた場合は、大学入学共通テストの成績により、第一段階選抜を実施



大学入学共通テストの成績、個別学力検査の成績、面接の結果、

調査書の内容及び自己推薦書の総合的評価により合格者を決定

一般選抜（前期日程）の合格者決定方法

※一般選抜や学校選抜型推薦における詳しい日程、試験科目の配点、出願資格等は
令和2年夏以降公表予定の「入学者選抜要項」「学生募集要項」にて掲載しますので
必ずご確認下さい。

設置認可申請中
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【薬学部（入試を含む）に関する問い合わせ先】

公立大学法人 和歌山県立医科大学

薬学部開設準備室

〒６４１－８５０９

和歌山県和歌山市紀三井寺８１１－１

TEL：０７３（４４１）０８８２ FAX：０７３（４４１）０７１３

E-mail : yakugaku@wakayama-med.ac.jp
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・以上の内容は令和2年7月15日時点の情報です。

・設置認可申請の審査継続による保留等で令和3年度（令和2年度実施）大学入学共通テストの利用ができなかった場合の試験
方法については、改めてお知らせします。

・薬学部の設置計画は予定であり、今後、内容が変更になることがあります。必ず令和2年夏以降公表予定の「入学者選抜要
項」「学生募集要項」を確認してください。

・今後の新型コロナウイルス感染症の状況によっては、記載されている選抜方法とは異なる方法で選抜を実施する場合がありま
す。なお、変更する場合は本学ホームぺージ上で周知します。

設置認可申請中
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